
 

 

 

 

有㤿 ಇ ࣭⃝⏣ Ᏺ ࣭大ఫ 道⏕

正఍ဨ 㸦ᅜ◊㸧ᅵᮌ◊✲ᡤ 構㐀≀࣓ࣥࢫࣥࢼࢸ◊✲セࣥター ஺ὶ◊✲ဨ

㸦ࠛ Ⲉᇛ┴ࡘくばᕷ༡ཎ 㸧

正఍ဨ 工ಟ㸦ᅜ◊㸧ᅵᮌ◊✲ᡤ 構㐀≀࣓ࣥࢫࣥࢼࢸ◊✲セࣥター ୺௵◊✲ဨ㸦同ୖ㸧

正఍ဨ 工ಟ㸦ᅜ◊㸧ᅵᮌ◊✲ᡤ 構㐀≀࣓ࣥࢫࣥࢼࢸ◊✲セࣥター ୖᖍ◊✲ဨ㸦同ୖ㸧

橋ྎの⪏㟈性⬟をᐇᣲ動に༶してྜ⌮ⓗに評価す

ることは，橋ྎ༢体の評価のみならず橋඲体⣔モデ

ࣝで評価するୖでも㔜要な要⣲となる．୍方，橋ྎ

は橋ᱱ下部構㐀とᢠᅵᅽ構㐀の の性᱁を有しᆅࡘ

㟈時ᣲ動が」㞧であり，構㐀≀とᆅ┙の動ⓗ┦஫స

用を㐺ษに⪃៖できるᐇົⓗな評価ᡭἲは確❧され

ていない．ࡲた，橋ྎとᆅ┙の動ⓗ┦஫స用を㐺ษ

に⪃៖するには，ᐇᣲ動をศ析ཬび෌⌧するための

観測データが必要であるが，これらのデータは༑ศ

ではないのが⌧≧である．

例えば，道路橋♧方᭩ 㸦௨㝆，道♧㸧では，᪤

 の⿕⅏ᐇែ等を㋃ࡲえ，୍⯡ⓗな᮲௳下の橋ྎは，

ࣝ࣋ࣞ 㸦௨㝆， 㸧ᆅ㟈動に対する応答を直᥋⟬

ฟࡏず， ᆅ㟈動に対してᡤ要の㝈⏺≧ែを㉸えな

いሙྜに ᆅ㟈動に対してもᡤ要の㝈⏺≧ែを㉸え

ないとみなす↷ᰝ体⣔となっている．㕲道構㐀≀等

タィᶆ‽ では，⫼㠃┒ᅵによる橋軸方向のᣲ動に

対する᢬ᢠ≉性の㐪いを⪃៖した正㈇㠀対⛠の㦵᱁

᭤⥺としたモデࣝに，ᆅ㟈時ᅵᅽに┦ᙜする㉁㔞を

付ຍした， 自由ᗘ⣔のᒚṔ≉性モデࣝによる動ⓗ

解析ἲが♧されているが，振動⌧㇟によっては 自

由ᗘ⣔のモデࣝでは㐺ษに⾲⌧できないሙྜも⪃え

られる．ୖグモデࣝに⁥りᅵሢの㉁点もຍえた ㉁

点モデࣝによる評価ᡭἲ もᥦ᱌されているが，ᐇ

㦂⤖果を෌⌧するには⮳っていない．ࡲた，これら

は構㐀を༢⣧໬したᶍᆺཬび正弦波を用いた㔜ຊሙ

における振動ྎᐇ㦂 により᳨ウされている．

ᆅ㟈動による橋ྎのᣲ動は観測されておらず，

動ⓗのᐇ大ᐇ㦂を⾜࠺ことはᅔ㞴なため，橋ྎの

ᆅ㟈時のᣲ動を観測するにはᶍᆺᐇ㦂がᇶᮏとなる．

た，橋ྎのᣲ動をᢕᥱするୖでは，ᆅ┙のᣲ動をࡲ

㐺ษに⪃៖する必要があることから，ᶍᆺの⦰ᑻと

等ಸの㔜ຊຍ速ᗘをస用さࡏた㐲ᚰᐇ㦂を⾜った．

ᮏ✏では，橋ྎとᆅ┙の動ⓗ┦஫స用を㐺ษに⪃៖

したᐇົⓗな橋ྎの ᆅ㟈動に対するタィἲの確❧

に向けたᇶ♏データのྲྀ得を目ⓗとして，ᶍᆺ㐲ᚰ

ᐇ㦂により橋ྎᶍᆺのᆅ㟈時ᣲ動のィ測を⾜࠺とと

もに，ィ測した橋ྎᶍᆺのᣲ動のศ析を⾜った୺な

⤖果をሗ࿌する．

ᐇ㦂で対㇟とした橋ྎの୺なㅖඖཬびᐇ㦂ࢣーࢫ

を に♧す．ࡲた，ᐇ㦂ᴫ␎ᅗを に，ᶍᆺ෗

┿を に♧す．橋軸方向ཬび橋軸直角方向のᆅ㟈

動に対する橋ྎのᣲ動をᢕᥱするため，୧方向にそ

れࡒれຍ振するࢣーࢫをᐇ᪋した㸦ࢣーࢫձ，ճ㸧．

とともに，⫼㠃┒ᅵ等が橋ྎᣲ動にࢫーࢣた，୧ࡲ

ཬࡰすᙳ㡪をᢕᥱするため，⫼㠃┒ᅵの᮲௳を有り

から↓しにኚ᭦したࢣーࢫをᐇ᪋し㸦ࢣーࢫձ ，

ճ 㸧，さらに，橋ྎ⫼㠃┒ᅵの高さによるᙳ㡪を

ศ析するため，橋ྎ高をኚ᭦したࢣーࢫを橋軸方向

に対してᐇ᪋した㸦ࢣーࢫղ㸧．

ᮏᐇ㦂では，橋ྎをྵ୍ࡴᚄ㛫をᶍᨃし，構㐀ᶍ

ᆺは，ᮺᇶ♏にᨭᣢされた㏫ ᘧ橋ྎᶍᆺ，ᅵᵴに

๛⤖した橋脚ᶍᆺ，ཬびୖ部構㐀ᶍᆺを用いた．ᆅ

┙は，ᅵᵴ下㠃よりᨭᣢᒙ㸦 ྕ⌛◁， 㸧，

ᆅ┙ᒙ㸦 ྕ⌛◁， 㸧，⫼㠃┒ᅵ㸦Ụᡞᓮ◁，

⥾固めᗘ 㸧の ᒙ構ᡂとし，ᆅ下Ỉ఩はないも

のとした．ここで，橋軸直角方向のࢣーࢫは，橋ྎ
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にࢢࣥ࢖࢘をタ⨨し，橋ྎഃ㠃┒ᅵはࢢࣥ࢖࢘➃を

ἲ⫪とする斜㠃とした．

ᐇ㦂⿦⨨は，ᅵᮌ◊✲ᡤがಖ有する大ᆺ動ⓗ㐲ᚰ

ຊ㍕Ⲵ⿦⨨を用いた．ᶍᆺをタ⨨する直方体๛体ᅵ

ᵴのෆᑍἲは，幅 �ዟ⾜き �高さ であ

る．ᶍᆺ⦰ᑻは，ᐇ㦂⿦⨨のᑍἲཬびຍ振⬟ຊを㋃

えて⦰ᑻࡲ ಸである．

構㐀ᶍᆺは࣒࢘ࢽ࣑ࣝ࢔によりస〇した．ᮺᇶ♏

のㅖඖは道♧にᇶ࡙き ᆅ㟈動に対してヨ⟬された

⤖果をཧ⪃に，橋ྎ高 のࢣーࢫでタ定し，橋ྎ

高 のࢣーࢫも同様のものを用いた．ᮺᶍᆺは

᝿定したᮺと᭤ࡆ๛性が等価となるよ࠺స〇し，ᮺ

ඛ➃はᨭᣢᒙにᮺᚄศの᰿ධれをして定╔した．

ୖ部構㐀はᚄ㛫㛗 の༢⣧㗰᱆を᝿定し，橋ྎ

のศᢸ㔜㔞が等価となるよ࠺స〇した．ᨭ点᮲௳は

橋ྎഃをピࣥ固定，橋脚ഃをྍ動᮲௳とした．なお，

橋軸直角方向のࢣーࢫのୖ部構㐀ᶍᆺは，඲ᨭ点固

定᮲௳とした㝿の័性ຊが等価となるよ࠺に，᝿定

したᐇ≀の ಸの㔜㔞とした．

ຍ振には，道♧につ定される に┦ᙜするᆅ㟈動

ཬび ᆅ㟈動㸦タ࢖プϩ㸧をᇶ┙㠃にᘬきᡠしたᇶ

┙波㸦 㸧を⥆けてᅵᵴᗏ㠃に୚えた．ࡲた，

┦ᙜのᆅ㟈動の⧞り㏉しによるᣲ動をศ析するため，

ձではࢫーࢣ ┦ᙜの同୍波形により ᅇ⥆けてຍ

 ᐇ㦂ࢣーࢫ

 

橋軸方向のࢣーࢫ㸦ձձ ղのෆᅗはձ㸧     橋軸直角方向のࢣーࢫ㸦ճճ のෆᅗはճ㸧

 ᐇ㦂ᴫ␎ᅗ

 ᶍᆺ෗┿

 ධຊᆅ㟈動㸦 㺞㺐㺪㺽ϩ┦ᙜ㸧
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振した．

ィ測には，ຍ速ᗘィ，ኚ఩ィ，ひずみィ，ᅽຊィ

を用いた．ᅽຊィは，タ⨨఩⨨に応ࡌて ✀㢮㸦ロ

ードセࣝ，小ᆺᅵᅽィ㸧を用いた．❿ቨ⫼㠃ཬびࣇ

ーࢢࣥࢳ⫼㠃はロードセࣝを用いて，⬚ቨ⫼㠃，࢘

ഃ㠃は小ᆺࢢࣥࢳーࣇෆഃ，❿ቨഃ㠃，ཬびࢢࣥ࢖

ᅵᅽィを用いてィ測した．なお，ࢣーࢫձのᚋิᮺ

にタ⨨したひずみィで୍部データྲྀ得ができていな

いものがみられた．

௨㝆にᩚ⌮したᐇ㦂値は，ィ測値をᐇ≀大に᥮⟬

した⤖果を♧す．なお，ධຊ波形の最大最小㸦 ，

㸧をྵࡴ波でྛィ測値もピークとなったため，

ᙜヱ波をྵࡴ時้に╔目してᩚ⌮した．ᩚ⌮に㝿し

て，๓⪅の波を 付近，ᚋ⪅の波を 付近と࿧ࡪ．

では，橋ྎ๓㠃ഃ㸦ຍ速ᗘࢫーࢣた，橋軸方向のࡲ

－ഃ㸧័性ຊస用時を୺ാ時，橋ྎ⫼㠃ഃ㸦ຍ速ᗘ

㸩ഃ㸧័性ຊస用時をཷാ時と࿧び，橋軸直角方向

のࢣーࢫでは，橋ྎᕥഃ㸦ຍ速ᗘ－ഃ㸧័性ຊస用

時をᕥാ時，橋ྎྑഃ㸦ຍ速ᗘ㸩ഃ㸧័性ຊస用時

をྑാ時と࿧ࡪ．

にィ測した橋ྎኳ➃，ࣇーࢢࣥࢳ，⪏㟈タィ

ୖのᆅ┙㠃，ཬび⫼㠃┒ᅵኳ➃の時้Ṕຍ速ᗘの࠺

のձとձࢫーࢣ௦⾲ⓗな例として橋軸方向の，ࡕ

の⤖果を♧す．ここではຍ速ᗘ波形のピークをྵࡴ

༊㛫をᢳฟしている．橋ྎኳ➃と⫼㠃┒ᅵኳ➃のຍ

速ᗘ波形をẚ㍑すると୧⪅の఩┦差は大きくないこ

とがわかる．この傾向は，⫼㠃┒ᅵのあるࢣーࢫで

ඹ㏻してみられた．

，た，橋ྎと⫼㠃┒ᅵのቑ幅≉性を確認するためࡲ

に⪏㟈タィୖのᆅ┙㠃のຍ速ᗘに対する，橋ྎ

ኳ➃，ࣇーࢢࣥࢳ，ཬび⫼㠃┒ᅵኳ➃のຍ速ᗘのቑ

幅⋡を♧す．なお，鉛直方向の఩⨨でみるとྛィ測

఩⨨のຍ速ᗘには఩┦差があり，必ずしも同時้で

ピークとはならないため，ここでは╔目したྛ波の

ピークを用いて⟬ฟした．ࡲた，橋軸直角方向のࢣ

ーࢫのᆅ┙のຍ速ᗘは，橋ྎ幅よりእഃのᆅ┙のຍ

速ᗘを用いた．⪏㟈タィୖのᆅ┙㠃のຍ速ᗘに対す

るࣇーࢢࣥࢳཬび⫼㠃┒ᅵኳ➃のຍ速ᗘのቑ幅⋡は

s の⠊ᅖにあるが，橋ྎኳ➃のຍ速ᗘのቑ

幅⋡はこれらより大きい．この傾向は，඲ࢣーࢫで

ඹ㏻してみられた．

にỈᖹኚ఩のቑ減が㢧ⴭにみられる時㛫ᖏの

橋ྎኳ➃，ࣇーࢢࣥࢳ，ཬび⫼㠃ᆅ┙ኳ➃の時้Ṕ

Ỉᖹኚ఩を♧す．ここでは，௦⾲ⓗな例として橋軸

方向のࢣーࢫのձとձ の⤖果を♧している．橋ྎ

のỈᖹኚ఩は から にかけて大きくቑຍした．

この傾向は，඲ࢣーࢫでඹ㏻してみられた．ࡲた，

⫼㠃┒ᅵのあるࢣーࢫでは，橋ྎኳ➃と⫼㠃┒ᅵኳ

 橋軸方向のࢣーࢫ㸦ձとձ 㸧のຍ速ᗘの時้Ṕ㸦ᘬきฟし数値のᕥ㸸時้，ྑ㸸ຍ速ᗘ㸧

橋軸方向のࢣーࢫ                直角方向のࢣーࢫ

⋠の橋ྎཬび⫼㠃┒ᅵの⪏㟈タィୖのᆅ┙㠃のຍ速ᗘからのቑ幅ࢫーࢣྛ 
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➃のỈᖹኚ఩差がṤどみられなかった．ຍ速ᗘで橋

ྎኳ➃と⫼㠃┒ᅵኳ➃の఩┦差は大きくなかったこ

とも㋃ࡲえると，橋ྎと⫼㠃┒ᅵは୍体に近いᣲ動

であると⪃えられる．

，たࡲ にྛࢣーࢫのピーク時㸦⣙ 㸧のỈ

ᖹኚ఩とṧ␃したỈᖹኚ఩をᢳฟした⤖果を♧す．

橋軸方向のࢣーࢫでは，Ṥどのࢣーࢫでピーク時と

ṧ␃したỈᖹኚ఩は同⛬ᗘであるのに対して，ձ

のみṧ␃したỈᖹኚ఩はピーク時の༙ศ⛬ᗘとなっ

ている．これより，橋軸方向に対してṧ␃するỈᖹ

ኚ఩を評価するには，⫼㠃┒ᅵのᙳ㡪を㐺ษに⪃៖

する必要があることが♧၀される．ࡲた，ձで ᆅ

㟈動を ᅇຍ振した⤖果のỈᖹኚ఩㸦ᅗ୰ձ，ձ/��

�，ձ/���㸧に╔目すると，ຍ振ẖにピーク値ཬび

ṧ␃値が大きくなっていることと，そのቑศはຍ振

ẖに小さくなる傾向がみられた．橋軸直角方向のࢣ

ーࢫでは，ピーク時とṧ␃したỈᖹኚ఩は同⛬ᗘで

あり，⫼㠃┒ᅵの有↓で大差なかった．これより，

橋軸直角方向のỈᖹኚ఩に対して，⫼㠃┒ᅵのᙳ㡪

は小さいことが♧၀される．

にィ測したኚ఩から求めたึ期からの橋ྎᅇ

㌿角の時้Ṕを♧す．ここでは，橋ྎഃ㠃┒ᅵによ

りࣇーࢢࣥࢳのỈᖹኚ఩のィ測がᅔ㞴であったճは

♧していない．ྛࢣーࢫのᅇ㌿ᣲ動にࡘいて，ձで

は から ཬび から にかけて，ձ では

から にかけて，ղཬびճ では から に

かけて，ẚ㍑ⓗ大きく๓㠃ഃཪはᕥഃにಽれこࢇで

いることがศかる．ࡲた，ձで ᆅ㟈動を ᅇຍ振

した⤖果のᅇ㌿角㸦ᅗ୰ձ，ձ/���，ձ/���㸧に╔

目すると，ຍ振ẖにṧ␃値が大きくなっていること

と，そのቑศはຍ振ẖに小さくなる傾向がみられた．

さらに，橋軸方向のࢣーࢫのձとձ のṧ␃する

Ỉᖹኚ఩の差にࡘいてศ析するため，ձとձ にࡘ

いて，ṧ␃したỈᖹኚ఩と 㹼 付近の୺要なྛ

波のピーク値の差ศをỈᖹኚ఩のቑ減ẖに✚みୖࡆ

た⤖果を に♧す．Ỉᖹኚ఩がቑຍする㝿，すな

わࡕ橋ྎが๓㠃ഃに⛣動する㝿の橋ྎኳ➃とࣇーࢳ

のձࢢࣥ に対するձのẚ⋡は，୧⪅とも ಸ⛬ᗘ

である．୍方，Ỉᖹኚ఩が減ᑡする㝿，すなわࡕ๓

㠃ഃに⛣動した橋ྎがඖにᡠる方向に⛣動する㝿の

橋ྎኳ➃とࣇーࢢࣥࢳのձ に対するձのẚ⋡は，

橋ྎኳ➃は ಸ⛬ᗘであるが，ࣇーࢢࣥࢳは波に

よってばらࡘきはみられるものの✚みୖࡆ㔞は同⛬

ᗘであった．これより，⫼㠃┒ᅵがあることで，ᆅ

㟈動により๓㠃ഃに⛣動している橋ྎがᡠる㝿の橋

ྎኳ➃の⛣動㔞が大きく減ᑡすることで，⫼㠃┒ᅵ

がある方が๓㠃ഃにṧ␃するỈᖹኚ఩が大きくなり，

ᅇ㌿角が大きくなったことがࡴಽれこ࡬た๓㠃ഃࡲ

わかる．

ຍ速ᗘཬびኚ఩のศ析⤖果より橋ྎと⫼㠃┒ᅵは

୍体に近いᣲ動が♧された．このよ࠺なᣲ動の୰で

橋ྎにస用するᅵᅽの῝ᗘศᕸに╔目し，道♧に♧

されるᆅ㟈時୺ാᅵᅽとẚ㍑するとともに，ཷാᅵ

ᅽにࡘいてもᩚ⌮を⾜った． ཬび に橋ྎ

⫼㠃ཬびഃ㠃でィ測したᅵᅽᙉᗘのึ期，ṧ␃，୺

ാ時，ཬびཷാ時の῝ᗘศᕸ୪びに道♧に‽ࡌて求

めたᆅ㟈時୺ാᅵᅽᙉᗘを♧す．ここでは，橋軸方

向のࢣーࢫは௦⾲ⓗな例としてձの⤖果を♧してい

 橋軸方向のࢣーࢫ㸦ձとձ 㸧のኚ఩の時้Ṕ      ᅇ㌿角の時้Ṕ

       橋軸方向のࢣーࢫ     橋軸直角方向のࢣーࢫ       

のピーク時とṧ␃したỈᖹኚ఩   ձ，ձࢫーࢣྛ  のṧ␃ኚ఩ཬびỈᖹኚ఩のቑ減㔞✚みୖࡆ
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る．なお，ᅗ୰道♧ᘧは୺ാ時の⫼㠃┒ᅵのຍ速ᗘ

の῝ᗘศᕸ㸦 ， 㸧を㋃ࡲえて，ຍ

速ᗘ 㹼 を用いて⟬ฟされる⠊ᅖで♧した．

୺ാ時のᅵᅽᙉᗘは，ᴫࡡ道♧ᘧで⟬ฟしたᅵᅽ

ᙉᗘの⠊ᅖ㸦ᅗ୰の᱁Ꮚ㸧となった．なお，橋軸直

角方向のࢣーࢫはばらࡘきが大きいが，これは，ィ

測ჾの⢭ᗘによるၥ㢟と，橋ྎഃ㠃┒ᅵは斜㠃とな

るため，ᅵのᣲ動が」㞧になったᙳ㡪と⪃えられる．

ཷാ時のᅵᅽᙉᗘは，୺ാ時よりも小さいが⏕ࡌ

ており，ࣇーࢢࣥࢳ付近で値が大きいことが確認さ

れた．これより，ཷാ時の橋ྎのస用を評価する㝿

に，⫼㠃┒ᅵをᆅ┙᢬ᢠとしてぢ㎸めるྍ⬟性があ

ることが♧၀される．

ཬび にᮺのひずみィから⟬ฟされるᮺ

にస用する᭤ࡆస用のࡕ࠺，ึ期，ṧ␃，୺ാ時，

ཬびཷാ時の῝ᗘศᕸをᮺẖに♧す．なお，ᮺのひ

ずみィから⟬ฟされるᮺにస用する軸ຊは，඲ての

で，ึ期，ṧ␃時では୧ิᮺにᢲ㎸みస用がࢫーࢣ

ており，័性ຊస用時では橋ྎ័性ຊがస用しࡌ⏕

ている方向に対して๓方となるᮺはᢲ㎸みస用，ᚋ

方となるᮺはᘬᢤきస用がቑຍする傾向であった．

୺ാ時ཬびཷാ時㸦ᕥാ時ཬびྑാ時㸧の๓ᚋิ

ᮺ㸦ᕥྑิᮺ㸧の᭤ࡆస用ẚ㍑すると，橋ྎ័性ຊ

がస用している方向に対して๓方となるᮺの，స用

方向⫼㠃ഃのᘬᙇが大きくなる傾向がみられる．こ

れは群ᮺのᙳ㡪により，橋ྎのᣲ動方向に対してᚋ

方となるᮺは᢬ᢠᆅ┙ഃ㸦๓方㸧にᮺがあることで

ᆅ┙᢬ᢠがప減され，ᆅ┙᢬ᢠが┦対ⓗに大きくな

る๓方にあるᮺにస用がᐤったためと⪃えられる．

橋軸方向のࢣーࢫの๓ิᮺとᚋิᮺをそれࡒれࢣ

ーࢫẖにẚ㍑すると，๓ิᮺの傾向に大差はないが，

ᚋิᮺはձの᭤ࡆస用が๓㠃ᘬᙇഃ㸦－ഃ㸧に᥎⛣

している傾向がみられる．この傾向はึ期時㸦ᅗ୰

㸩㸧からみられることから，⫼㠃┒ᅵによる೫ᅵᅽ

により⏕ࡌる๓⫼㠃㛫のᅵᅽ差によるᙳ㡪のྍ⬟性

が⪃えられる．なお，⫼㠃┒ᅵのない᮲௳である

ձ とึ期≧ែからのኚ໬㔞でẚ㍑すると，୧ࢣー

．の差は小さくなったࢫ

ࢫーࢣと橋軸直角方向のࢫーࢣた，橋軸方向のࡲ

の᭤ࡆస用の῝ᗘศᕸをẚ㍑すると，୧⪅の῝ᗘศ

ᕸの傾向に差がみられる．橋軸方向のࢣーࢫでは，

橋ྎ័性ຊがస用している方向に対して๓方となる

ᮺは 付近をピークとしたศᕸであるが，ᚋ方

となるᮺは明確なピークがみられない．୍方，橋軸

直角方向のࢣーࢫでは，橋ྎ័性ຊがస用している

方向に対して๓方となるᮺとᚋ方となるᮺの傾向に

㐪いはなく，୧ิᮺとも 付近をピークとした

ศᕸであり，ຍえてᮺ㢌部にస用方向ഃのᘬᙇが大

きくなる傾向がみられる．橋軸方向のࢣーࢫと橋軸

直角方向のࢣーࢫで異なる傾向がみられたཎ因は，

ᅵᅽᙉᗘ         ຍ速ᗘ

 橋軸方向のࢣーࢫ㸦ձ㸧のᅵᅽᙉᗘとຍ速ᗘの῝ᗘศᕸ

ᅵᅽᙉᗘ㸦⩼ቨᕥഃのෆഃ，橋ྎྑഃ㠃のእഃ㸧 ຍ速ᗘ ᅵᅽᙉᗘ㸦⩼ቨᕥഃのෆഃ，橋ྎྑഃ㠃のእഃ㸧

 橋軸直角方向のࢣーࢫ㸦ճ㸧のᅵᅽᙉᗘとຍ速ᗘの῝ᗘศᕸ ͤᅵᅽィ఩⨨はᅗ ，ᅗ ཧ↷

- 427 -



 

 

ᨭᣢするୖ部の構㐀の㔜ᚰ఩⨨ࡸᮺ㛫㝸の差による

ᙳ㡪のྍ⬟性が⪃えられる．

ᮏ◊✲では，橋ྎのᆅ㟈時応答≉性を解明するた

めのᇶ♏㈨ᩱを得るため，ᶍᆺ㐲ᚰᐇ㦂により，橋

ྎのᆅ㟈時ᣲ動のィ測とศ析を⾜った．ᐇ㦂より得

られた▱ぢを௨下に♧す．

橋ྎと⫼㠃┒ᅵの఩┦差はṤどなく，୍体に近

いᣲ動となった．ࡲた，橋ྎと⫼㠃┒ᅵの応答

ຍ速ᗘのቑ幅⋡は๓⪅が大きくなる傾向が♧さ

れた．

橋ྎのỈᖹኚ఩は，⫼㠃┒ᅵの᮲௳により，橋

軸方向に対してはᙳ㡪が大きく，橋軸直角方向

に対してはᙳ㡪が小さいことが♧された．ࡲた，

橋軸方向に対しては，⫼㠃┒ᅵがあることで，

ᆅ㟈動により๓㠃ഃに⛣動している橋ྎがᡠる

㝿の橋ྎኳ➃の⛣動㔞が大きく減ᑡし，ṧ␃ኚ

఩ࡸᅇ㌿ᣲ動に大きくᙳ㡪することが♧された．

୺ാ時のᅵᅽᙉᗘは，⫼㠃┒ᅵのຍ速ᗘを用い

て道♧に♧されるᆅ㟈時୺ാᅵᅽを⟬ฟした⤖

果とよくྜっていた．ࡲた，ཷാ時もᅵᅽがィ

測されたことから，⫼㠃┒ᅵをᆅ┙᢬ᢠとして

⪃៖できるྍ⬟性が♧၀され，そのᆅ┙᢬ᢠは

୺にࣇーࢢࣥࢳ部でస用することが♧された．

ᮺの᭤ࡆస用は，群ᮺによるᙳ㡪ཬびึ期≧ែ

のᙳ㡪がẚ㍑ⓗ大きいことが♧された．ࡲた，

ᨭᣢするୖ部の構㐀の㔜ᚰ఩⨨ࡸᮺ㛫㝸が異な

る᮲௳下において᭤ࡆస用の῝ᗘศᕸに異なる

傾向が♧された．

௒ᅇのᐇ㦂により，ᾮ≧໬しない◁㉁ᅵୖの༢⣧

ᚄ㛫の橋ᱱを対㇟に，固定ᨭᣢഃのᮺᇶ♏にᨭᣢさ

れた㏫ ᘧ橋ྎの ᆅ㟈時のᣲ動がྲྀ得できた．㝈

られた᮲௳のデータのため，௒ᚋ，その他の᮲௳の

データを⵳✚していくとともに，解析を⾜い，ᐇົ

ⓗな橋ྎの ᆅ㟈動に対するタィἲの確❧に向けて

ᘬき⥆き᳨ウを㐍めるண定である．

♫ ᪥ᮏ道路༠఍㸸道路橋♧方᭩࣭同解ㄝ， ⪏㟈タ

ィ⦅，

㈈ 㕲道⥲ྜ◊✲ᡤ㸸㕲道構㐀≀等タィᶆ‽࣭同解ㄝ，

⪏㟈タィ，

బྡ川ኴு，୰ᓥ㐍，୰ᓥ༟ဢ㸸橋ྎにおける⫼㠃

ᆅ┙との┦஫స用≉性に㛵する᳨ウ，➨ ᅇ᪥ᮏᆅ

㟈工Ꮫ࣏ࣥࢩジ࣒࢘，

すᒸⱥಇ，Ώ㎶೺἞，⠛⏣ᫀᘯ㸸橋ྎのᆅ㟈時応答

≉性に㛵するᐇ㦂ⓗ᳨ウ，➨ ᅇ᪥ᮏᆅ㟈工Ꮫࣥࢩ

，࣒࢘ジ࣏

(a)ࢣーࢫձ          (b)ࢣーࢫձ’          (c)ࢣーࢫղ 

 橋軸方向のࢣーࢫのᮺ᭤ࡆస用の῝ᗘศᕸ

(a)ࢣーࢫճ                   (b)ࢣーࢫճ’
 橋軸直角方向のࢣーࢫのᮺ断㠃ຊの῝ᗘศᕸ
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